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海域全般に、大型珪藻コシノディスカスが確認されており、南浦・東
浦海域では大量発生しています。窒素は、陸水の影響により高い地点を
除き、海域全般に１～２μg at／Ｌ台の値となっています。

（珪藻・栄養塩ほか）
海域全般に、大型珪藻コシノディスカスが確認されており、南浦・東浦海域

では前回(10/31)調査より増加していたが西浦海域では減少していた。各海域の
コシノディスカス発生量は海水1Lあたり、西浦海域で70細胞前後（前回値：700
細胞前後）、東浦海域で1,200～1,700細胞（前回値：200～800細胞）、南浦海
域で300～900細胞（前回値：30～700細胞）であった。
海域全般に小型珪藻は、ほとんど確認されなかった。
阿万では、陸水の影響によりアンモニア態窒素の値が高くなっていた。

北淡・一宮 : 11月12日調査予定


